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これまでの審議のまとめと令和５年度の事業展開に向けて 

 

１．令和４年度の各社会教育機関の取組状況について（別紙参照） 

２．協議テーマについての社会教育委員の意見から 

【参考】社会教育委員会議での発言（一部抜粋） 

 ・とある事例から、幸せそうに暮らしているから大丈夫だろうと思う高齢者の

方でも孤独を感じながら日々暮らしていることを実感した。無理なく歩け

る距離が５００ｍといっても、そこまで歩けず、誰かと交流したいと思って

もできない人が本当にいる中で、地域に出向く事業は重要だと考える。 

 ・公民館等の実施している主催事業の内容を把握しないで、参加したくてもで

きない人もいると思う。そのような人にも届くような情報発信のあり方が

課題ではないか。 

・新型コロナウイルスと向き合ってきたこの３年間は教科書にも載るような

一大変革にあり、歴史的な時期を我々はまさに今生きているのではないかと

いう中で、今後の社会教育のあり方を見つめ、変えていかなければいけない

ところは変えなければならないし、残すべきところは残していくというよう

なことを見つめなおす時期ではないか。 

・地域によっては、地域住民のつながりが弱くなってきていると感じている。 

・取り組みを通じて、外の人もそこの地域の良さを知る、そういった学習の機

会、交流の機会を作っていくことが非常に大事ではないか。 

・雑誌の編集を通じて、オンラインでは思い出にはならないという意見があり、

現在は、自分で動く、人に会うというような活動を今だからこそ求められて

いると感じている。 

・社会教育のあり方の一つとしては、フェイストゥフェイス、またその体験と

いうものが重要視されるのではないか。 

 

【キーワード】（第１回、第２回社会教育委員会議より） 

・地域に出向く主催事業 ・情報発信のあり方  

・新たな時代の社会教育 ・地域のつながりの再生 

・地域外の人との学習、交流を通じた地域の魅力再発見 

【各機関の課題キーワード】（第２回社会教育委員会議より） 

・活動を通じたつながりづくり ・ICT 機器の整備状況、職員のスキル 

・情報発信 ・参加者のニーズの把握 ・参加者の交通手段の課題 

・学習機会の継続性・発展性 
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３．令和５年度の各機関の社会教育実践に向けて 

 ・各機関、社会教育委員からいただいた課題点をもとに、ポストコロナの社

会教育実践を進められるよう令和５年度の計画にあたり下記の視点を大切

にします。 

 

（１）新たな時代の社会教育について 

・改めて自分で動く、人に会うといった直接体験の機会を大切にした社会 

教育実践 

・市民の高齢化や公共交通機関等の状況を踏まえた様々な場所や機会を活

用した地域に飛び出す公民館事業の展開、きめ細かく行き届く図書館サ

ービス網の展開、県内のネットワークと君津の資源を生かした博物館機

能の展開 

・「デジタル技術」を効果的に使用できる場面での積極的な活用、直接来る

ことが難しい人などにも対応できる事業展開 

 

（２）地域のつながりの再生 

・地域団体や学校との連携、ＮＰＯや民間企業などとの新たなつながりも 

意識した足元の関係性づくり 

・ふるさと君津のよさを再認識するための地域内外の交流を深める事業展開 

 

（３）情報発信の工夫 

 ・チラシの配布・掲示、ＳＮＳ・ホームページ掲載、地域のミニコミ誌への

掲載、人の力による情報発信（口コミ）など、多様な方法を組み合わせた

情報発信 

・社会教育機関相互で一体感を持って情報発信に取り組むための情報共有、

連携の推進 

 

（４）地域活性に役立ち、より開かれた社会教育実践を目指して 

・自己評価、各種審議会や協議会での評価、市民の満足度等を踏まえた各種

事業の点検・見直し 

・時代や社会の変化に対応し、市民のニーズに応える事業を継続的、発展的

に展開 
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令和４年度の各社会教育機関の取組状況 

 

【生涯学習文化課】 

１ 取組の現状（事業係） 

令和４年度は、ウィズコロナの中で各種団体の支援や全市的事業を推進して

きた。２０歳のつどいでは、市内合同実行委員会を開催するなどして、各地区、

同世代をつなぐ一助を担った。また、人権をテーマとする事業では、市民活動支

援課、公民館など関係各課と連携して人権教育、啓発活動を進めてきた。 

周西南中学校区コミュニティ・スクールでは、継続的なかかわりの中で、令和

４年５月に「地域学校協働本部」が設立され、「学校運営協議会」の協議内容を

「本部」が活動につなげるという、コミュニティ・スクールを支える両輪が整っ

た。現在は、定例会への出席や助言等を通じて支援を進めている。 
一方、子ども会、女性ひろばなどの団体支援も進めてきているが、コロナ禍に

おける活動中止期間の影響もあり、団体の運営に課題が生じている場面も多々

見受けられる。引き続き市内の社会教育団体の支援を進め、市内社会教育活動の

振興に寄与していきたい。 

 

２ 取組み現状（管理係） 

 今年度は、公民館等の社会教育施設の保守、修繕のほか、公共施設再整備基本

計画の策定に向けた取組を進めてきた。現在は、プロポーザルを経て計画を策定

する業者を選定した段階であり、市民の声を計画に反映させていくためのアン

ケートやワークショップなどの準備を進めている。 

 

２ 取組の現状（文化振興関係） 

文化財活用事業（小中学生対象の体験教室である歴史 kids 隊、出土遺物公開

展、講演会）、小中学校と連携し学習支援を行うスクールミュージアム事業は、

感染症対策をとりつつ、計画どおりの参集型で実施することができた。また、展

示資料のＨＰ掲載や、講演会を会場開催と ZOOM 配信を併用して行うなど、コロ

ナ禍以降のデジタル活用も取り入れているところである。 

文化・芸術分野は、君津市民文化ホールでの事業は、感染症対策の見直しも進

み、集客型イベントの開催や参加者の意識も従前に戻りつつある。今後も子ども

から大人まで楽しめる事業を展開していく。 

文化振興関係事業は、実際に見る、触れる、聞くといった実体験から得る感動

が何者にもかえ難いが、ＨＰ・ＳＮＳ等を活用することにより、情報が広く周知

でき、新たな参加者・来館者の増加につながる効果もあることから、今後も積極

的に取り入れたい。 
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一方で、デジタル活用が進み、配信データのさらなる高度化・多様化が求められ

るなか、データの保管・編集等の作業に職場のデジタル機器が対応できないとい

う現状がある。職員所有の機器やスキル頼みでなく、職場全体のデジタル環境の

充実が課題である。 

 

【生涯学習交流センター】 

１ 新たな取組 

市相互交流促進・生涯学習促進事業「現代社会・地域セミナー」 

今の社会や地域に目を向ける学習を通じて、一人ひとりの多様性を認め合

い、当事者意識を醸成することで市民が暮らしや未来を拓くための力を培う

ことを目的に、現代的な時事、課題に即した事業テーマを取り上げ、「身近

な生きづらさを考える」、「１８禁が解ける・解けたあなたへ」の２コースを

実施した。 

対面とオンラインを組み合わせたハイブリッド方式としたことや平日夜

間、土日開催としたことで、本事業ではじめて当館主催事業に参加したとい

う方も少なからずいた。一方で、各回の参加者数が想定よりも少なく、周知

方法等に工夫が必要である。 

 

２ コロナ過の親子の集う場づくり 

 子ども相互交流事業「児童室・保育室（こっこるーむ）事業」 

おはなし・ベビーマッサージ、季節の催しなどのイベントを行うと共に、

毎月発行のこっこるーむカレンダーや市ホームページで周知に努め、乳幼児

の親子が来館しやすい環境づくりや、交流機会の創出に取り組んだ。１２月

～１月の間、ワクチン接種会場となり、こっこるーむの使用できない状況の

中、移動こっこるーむを開設するなど、親子の集う場づくりに継続的に取り

組んだ。（利用状況<令和５年２月末現在、３４８名>） 

 

【中央図書館】 

１ 快適な読書環境の提供への取組 

令和４年２月から中央図書館の空調設備の工事及び照明のＬＥＤ化工事のた

め休館をしていたが、改修工事は工期とおりに終了し、令和５年１月１７日から

再開した。 

中央図書館の長期休館中においても、分室の開館や移動図書館の運行をする

とともに、中央図書館等で臨時窓口を設置し、市民の必要とする資料を提供した。 

 中央図書館の再開にあわせ、館内Ｗｉ-Ｆｉなどの通信環境の整備、２階自習

室内に情報検索コーナー（オンラインデータベース及び千葉日報の閲覧）を設置
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した。 

読書推進事業として、ブックリサイクル、おはなし会、映画観賞会、親子講座

などを、感染症の状況や対策を検討しながら、再開した。 

今後も、図書館を市民の自主的な学習を支援する「知の拠点」とするため、来

館者の読書環境整備や、利便性向上を図り、市民の課題解決を支援する。 

 

２ 電子書籍サービス 

電子書籍サービスの新たなサービスとして電子雑誌の閲覧サービス（約１０

０タイトル・バックナンバーのみ）を開始し、中央図書館再開後は電子雑誌の最

新号も館内閲覧可能となった。 

また、「あなたの読みたい電子書籍アンケート」を実施し、アンケート結果を

反映させた新規購入によりコンテンツの充実を図った。公民館事業のスマホ講

座や家庭教育学級と連携し、ＰＲを行ったほか、休館中は臨時窓口に体験ブース

を設置するなど、普及啓発を図った。 

電子書籍サービスは、登録の新規申し込み６４０名(累計２，１５７名)、ログ

イン延べ６，４３８回、コンテンツ貸出２，５９８点、閲覧７，５０８回、予約

５２７件、電子雑誌７３５回の利用があった。（令和５年２月末現在） 

 

【久留里城址資料館】 

１ 博物館における「地域活性に役立つ」「より開かれた」視点の取組 

 「不思議な水の穴-川廻し・二五穴・上総掘り-」と題して、全国的にもユニー

クな市域の水利用についての企画展を行った。「名水サミット in きみつ」と時期

を合わせての開催である。例年の企画展の共通目的ではあるが、地域の資料や事

象を調査・記録し、成果を展示・紹介することにより、地域のアイデンティティ

を深め、活性化が行われる際にはその基礎情報にできる事業を目指していた。今

年度扱った３つの個性的な水利用は、過疎・高齢化・農業の後継者等の課題を持

つ地域のテーマとしても、意識して取り組んだものである。 
 入館者数の 4,366 人（会期 75 日）は感染症流行前と比較しても多く、外出欲

求の回復、名水サミットでの広報、テーマへの関心を要因と考えている（アンケ

ートは未再開）。平成 27 年度から実施してきた市民参加の調査「コツコツ調査

隊」の成果も紹介し、展示の重要な要素となった。川廻しと二五穴の解説パンフ

レットは、後日の地域提供も可能なスタイルとした（観光地に川廻しと二五穴を

概説する資料がない）。関連講座の例では、上総掘りの足場建て替えへの市民参

加などを通じて、文化や技術を概観的に共有する取り組みとすることができた。  
 令和５年度からは、博物館法が改正され、文化観光などの「地域の活力」に寄

与することが明記される。「地域」とその「活力」をこれまで以上に意識するこ
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とはもちろんだが、一方で「国民の実生活の向上に資」するという文言が削除さ

れる。博物館の情報や活動は生活の様々な場面でも活きるものであり、実生活へ

の「視点」は失わずに事業を展開したい。 
 

２ 新たな取組 

 当館は、令和 4 年度から「久留里城クイズラリー」という事業を始め、来館者

が楽しみながら久留里城および君津市の歴史を知ることができる取り組みを開

始した。多くの世代の方が楽しめる難易度とし、当館施設のみならず久留里城遺

構も回りながらクイズを解いていくものとした。また、これからの来館者数の増

加も視野に入れ、事前申し込みなく参加できるものとし、多くの方へ対応できる

事業としている。 
 


